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団

体

名 

和 宇宙空間研究委員会（コスパー） 
英 Committee on Space Research（略 称 COSPAR） 

団体 HP（URL） 
https://cosparhq.cnes.fr/ 
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国際学術団体における最近

のトピックについて 
（学術の進歩、当該団体の推

進体制の変化、国際機関・政

府・社会との関わり方等） 
 
 

宇宙空間研究委員会 COSPAR の目的は、研究成果や情報、意

見を交換することにより、国際レベルでの宇宙空間の科学研

究を促進させることである。 
 
関連する学術分野の進歩について、 
火星探査が大きく進展しつつある。2020 年夏には、米国、中

国、アラブ首長国連邦（UAE）の探査機が打ち上げられた。米

国の火星探査ローバー パーサヴェイランス（Perseverance）は、

その後に続く火星本体からのサンプル帰還ミッションにおい

て持ち帰るサンプルを準備するものである（2021 年 9 月に最

初のサンプリングに成功した）。これらにおいては、「太古の火

星における生命の痕跡」がテーマとして掲げられ、新しい火星

探査の幕開けとなっている。日本は、火星衛星探査計画 MMX
（2024 年打ち上げ予定）を通じて、この新しい時代の火星探

査に貢献する。 
地球外での「生命居住可能性」の探求においては、上述の火星

だけでなく、木星・土星を周回する氷衛星（表面は氷で覆われ

ているが、内部では氷が溶けて海を持つ天体）への視線も熱

い。それぞれ木星、土星を探査するジュノ、カッシーニからの

知見は共有され、将来計画（欧州主導の JUICE（木星衛星ガニ

メデを探査）、米国の Dragonfly（土星衛星タイタンを探査））

の準備も進められている。なお、両計画には日本から観測機器

が提供される。 
地球が生命惑星となるには、そもそも、水が必要であった。で

は、その水は、どうやってもたらされたのか。もともとは水の

無かった原始地球に、太陽系の外側から小惑星が降り込んで

水がもたらされたのではないか。このような根源的な問いに

挑戦した日本の「はやぶさ２」は、世界から高く注目される中、

小惑星リュウグウで採取したサンプルを、無事、地球に着陸さ

せた（2020 年 12 月）。日本国内にある、無汚染環境下でのカ

プセル開封が可能な専門設備での作業の結果、想定以上のサ

ンプルが取得されていたことが確認された。リュウグウのサ

ンプルは、日本が主導する初期分析の結果が公表された後、研

究提案公募を通じて世界中の研究者に提供される（2022 年夏

に開始予定）。また、米国主導の兄弟ミッション OSIRIS-REx と

の共同研究の検討も進められている。 



地球と似ていると考えることができる金星が、その表面環境

に関して言えば、生命惑星・地球には程遠く灼熱地獄となって

しまったのは、どこに原因があるのか。この観点から、金星探

査の将来計画が欧米で相次いで立ち上がった。日本は「あかつ

き」で金星の気象学を探求してきており、知見を共有してい

る。 
天文学分野においては、太陽以外の星の周囲にある系外惑星

が大きなテーマとなっている。系外惑星を発見する段階、その

質量や軌道をカタログ化する段階から、その大気組成を計測

し表層環境を探る段階（言うまでもなく、「地球のような生命

惑星はあるのか」という問題意識にドライヴされている）へと

進みつつある。太陽系の外から観測して、「地球と金星は同じ

ようなもの」と言っている段階から、「地球と金星は別世界」

と認識する段階へと進みつつあると譬えることができよう。

この文脈において、米国が主導する巨大宇宙望遠鏡計画 JWST
の打ち上げが 2020 年内に予定されていることは、大きなマイ

ルストーンとなっている。そこでは系外惑星の大気成分計測

が計画されている。さらにその次の計画として、RST という大

型宇宙望遠鏡（米国主導）も準備されており、系外惑星を直接

撮像する機器には日本からの貢献もある。 
宇宙の構造と進化も大きなテーマであり、そこでは、ダークエ

ネルギー（宇宙膨張の速度を加速させている未知のもの）、ダ

ークマター（構造を支える重力場を提供する一方で、電磁波で

は観測できない未知のもの）がキーワードである。RST の大き

なテーマはダークエネルギーの探求である。日本が主導する

Ｘ線天文学計画 XRISM は、銀河団という宇宙にある最大の構

造の理解を進めることで、ダークマターの正体にも迫る観測

を実施する。 
月面探査が再び盛り上がりつつあるが、そこでは、様々な国、

さらには様々な民間業者が参入に熱心であることに注目すべ

きであろう。特に中国が、月の裏側に人類で初めて着陸したこ

と、さらには、1970 年代の米ソ以来の月面試料サンプルリタ

ーンに成功したことは、特筆したい。このように様々なメンバ

ーがいる中で、どのようにして秩序ある科学探査を人類とし

て行っていく状況を確保するのか、これは COSPAR が取り組

むべき大きな課題である。 
 
国際情勢と COSPAR に関して、 
COSPAR は 1957-1958 年にわたって行われた国際地球観測

年（IGY）での観測ロケット及び人工衛星による研究を更に協

力的に進めるために 1958 年 10 月、ICSU（国際科学会議）に

より創設された。そして、冷戦時における東西の宇宙科学関連

分野の橋渡しの役割を担っていた。今では、より多くの国や民

間企業が宇宙活動に興味を持つ中で、COSPAR の橋渡し機能



への期待が高まっている。 
科学総会を開催することは、研究成果や情報、意見を交換する

ことにより、国際レベルでの宇宙空間の科学研究を促進させ

る COSPAR の役割を果たすための大きな方策である。1998 年
にアジアで初めて科学総会が日本（名古屋）で開催され、中国

(2008)やインド(2012)と続いたことは、宇宙科学の国際化の流

れを象徴するものである。2014 年のモスクワ総会の年、２月

の予稿申込締切後に、ロシアによるクリミア併合という緊迫

した政治情勢となったが、関係者の熱意と尽力により、2000 名

を超える参加者で総会を成功させている。政治的に困難な時

期においても情報共有と意見交換の場を維持する役割を

COSPAR が果たしたと考える。2016 年、中東（さらにヨーロ

ッパ）においてテロが頻発する中、イスタンブール総会は、最

終的にキャンセルとなった。安全に最大限の注意を払った上

での開催を検討していたが、軍によるクーデター未遂事件が

決定的となった。2020 年夏での開催を予定していたシドニー

総会（豪）はコロナ禍によって半年延期され、2021 年 2 月に

オンライン開催された。 
 
COSPAR の運営について、 
COSPAR の主たる会員は「国家会員」と ISC に加盟する国際

科学組織である。運営組織は、総会時に加盟国代表者による選

挙により選ばれ、会長、副会長、財務委員長、理事会メンバー

等からなる。元 NASA 科学局長の Fisk 氏が会長にある。また、

日本を代表する者が理事会のメンバーとなっている。事務組

織への支援はフランス宇宙機関 CNES から手厚くなされてお

り、拠点はパリとフランス南部・モンペリエにある。事務局長

は CNES OB の J-C. Worms 氏である。 
総会の開催地は、立候補した都市からの提案書を運営組織が

調査した後に、各国代表者会議に議題として提出し、そこにお

いて選定される。2021 年のシドニー総会（オンライン）時に

は、2024 年の総会開催地としてプサン（韓国）が選ばれた（2018
年はパサデナ（米国）、2020 年（2021 年にオンライン）はシド

ニー（豪州）、2022 年（予定）はアテネ（欧州）というように、

総会開催地は世界を巡ることが暗に想定されている）。 
理事会での議題としては、宇宙活動への参加者が多様化する

中、それを阻害することなく、いかにして秩序ある状態で宇宙

科学を促進していくべきか、というものが典型的である。例と

して、月面探査に関する惑星保護ルール（科学的価値の高い貴

重な試料を不用意に汚染しないためのルール）を見直した、と

いうことが挙げられる。これは月面着陸探査への民間からの

参加、特にヴェンチャー企業の参加が期待される中、不必要に

高い敷居を設けてしまってはいないかという問題意識から出

発し、パネル（後述）での専門家議論や民間企業へのヒアリン



グ、公開討論会を経て、理事会で決定された。 

当該国際学術団体の対応す

る分野の学術の進歩に貢献

した事例 

人類が地球のことをよく知っているのは、地質学者が各地に

出向いてサンプルを採取し、それを研究室に持ち帰って詳細

な分析を実施することで知見を積み上げてきたからである。

サンプルリターン計画とは、太陽系をフィールドとして、地質

学者が地球において行ってきたことを展開しようとするもの

であり、ある意味で、究極の探査手法と言える。上述したよう

に、月、小惑星からのサンプルリターンが円滑に実施され、将

来の火星からのサンプルリターンの検討が進むのは、

COSPAR による支えがあるから、と言っても過言ではない。 
サンプルリターンのように地球に帰還しない場合でも、地球

から探査対象への汚染持ち込みという問題はあり得る

（forward contamination）。サンプルリターンでは、さらに、

危険な地球外物質を地球に持ち込んで環境に拡散させるわけ

にはいかないという課題をクリアしなければならないことは

明らかである。これらの問題は惑星保護（ planetary 
protection）と呼ばれる案件であり、人類全体にとっての問題

と言える。したがって探査ミッションを実行する場合には、惑

星保護観点からの検討が確実に実施されること、かつ、その検

討結果が適正であることを国際的に承認する仕組みが必須で

ある。この承認機能を担うのが、COSPAR にある「惑星保護

パネル」である（パネルに関しては後述）。つまり、探査ミッ

ションが人類の安心できる形で実行されることを、COSPAR
が担保していると言えよう。 

政策提言や世界の潮流にな

りそうな研究テーマ・研究方

式・研究助成方式等について 
 

研究成果や情報、意見を交換することにより、国際レベルでの

宇宙空間の科学研究を促進させる COSPAR の役割を果たすう

えで、科学総会に加えて、パネルでの議論は大きな支えとなっ

ている。パネルとは、ある重要なテーマに対して、各国が専門

家を派遣し、そこでの議論から課題解決を図るという組織で

ある。 
「宇宙天気」は太陽活動の変動が、太陽風や地球磁気圏の変動

を通じて、地磁気や放射線帯、宇宙線量、オーロラ活動に影響

を与える現象の総称である。人工衛星のトラブルや、広範囲の

電気・電波障害などを引き起こすため、社会的にも関心が高く

近年大きくひろがった分野であり、COSPAR にも「宇宙天気パ

ネル」がある。宇宙天気の研究は、宇宙空間、地上双方からの

観測に支えられている。COSPAR は、今後 10 年の研究戦略

をまとめてロードマップを作成した。パネルの前委員長小原

隆博氏ら２名の日本人が著者として含まれている。 
類似のテーマで、より直接的に宇宙機にとっての宇宙環境に

関する「宇宙放射線環境」パネル（座長は日本人研究者）も、

より広い範囲からの宇宙活動への興味の高まりに伴う期待に

応えるべく、精力的に活動を行っている。具体的には、



AP9/AE9 モデルなどの宇宙放射線経験モデル策定と、それ

を裏打ちするモデリングやデータ解析活動の促進というも

のである。 
「惑星保護(planetary protection)」は、太陽系の科学探査を将来

にわたって持続可能にすることと地球生命圏の安全を保持す

ることを目的に、有機物や生命体による汚染が、探査天体およ

び地球・月圏の双方で起きないようにするための活動であり、

COSPAR には「惑星保護パネル」がある。ここでの議論から、

全ての太陽系探査計画の往復路双方に、必要な制約を与える。

例えば、火星着陸機は滅菌処理を徹底し、火星周回機は最後に

高度を上げて火星突入を避ける、などである。これまで

COSPAR は、すべての太陽系探査にかかる惑星保護対策のポ

リシーを制定し、最新の科学成果に基づいて同ポリシーを不

断に改訂するとともに、各種探査の惑星保護対策に関するワ

ークショップなどの財政支援を行ってきた。往路については、

探査機に含まれる地球物質（バクテリアなどを含む）による探

査天体の汚染可能性を議論し、復路が必要なサンプルリター

ンでは、取得したサンプルによる地球生命圏の汚染の可能性

も議論しなければならない。はやぶさ、はやぶさ２の小惑星探

査計画では、日本が提案した惑星保護対策が国際的な専門家

によって審査・評価され、COSPAR 惑星保護パネルの承認を

得てから打ち上げられている。そうした 10 年以上の活動を通

じて日本人参加者が信頼を重ねた結果、2014-2018 年には日本

人として初めて矢野創委員（宇宙科学研究所）が惑星保護パネ

ル副委員長を務めた。さらに 2018 年に惑星保護パネルは各国

の宇宙機関代表が関わる形に大幅な改組が行われ、日本から

は JAXA 宇宙科学研究所の幹部が参加できるように調整がな

されている。 
 
シンポジウム開催や能力開発(Capacity Building)ワークショッ

プも COSPAR の活動の柱である。 
「気候変動」は広義においては様々なスケールの気候の変化

を指すが、現在では地球温暖化に関連して近年の非人為的・人

為的トレンドを指す。精密な観測と数値モデルが重要となる

が、観測においては地球観測衛星の果たす役割が大きい。IPCC
（国連の気候変動における政府間パネル）第６次報告書にお

いても米、欧、日などの地球観測衛星による地球規模の観測デ

ータは精密観測の重要な部分を占めており COSPAR の貢献は

大きい。その意味で COSPAR が、科学総会や当該テーマでの

シンポジウムを世界各地で開催し情報共有を行っていること

は、政策決定にも重要な役割を果たしていると言える。 
「能力開発(Capacity Building)」も COSPAR の大きな活動とな

っている。開発途上国を中心に、毎年数回能力開発ワークショ

ップが開催されている。宇宙空間の地上観測だけでなく、近年



は超小型衛星を各国が打ち上げる機会が飛躍的に増えてきた

ことから、COSPAR の様々な科学委員会に関連する能力開発

は重要な活動となっている。実際、COSPAR 科学総会における

科学セッション、シンポジウム、能力開発ワークショップにお

いて、超小型衛星に関する会合が近年増加している。2017 年

に韓国・済州島で開催されたシンポジウムでも超小型衛星に

よる宇宙科学が主題となり、宇宙科学研究所や東京大学等か

ら多数の日本人が科学組織委員会や基調講演者としてその運

営に貢献した。 
日本人役員によるイニシア

ティブ事項や日本からの参

加によって進展や成果があ

ったものについて 
 

佐々木晶委員（21-26 期連携会員）は、2010-2018 年の 8 年間

にわたり理事を務め、中国とともにアジアの代表として

COSPAR の運営を支えてきた。2018 年より JAXA 宇宙科学研

究所・副所長の藤本正樹委員が理事となり、日本の宇宙機関か

ら COSPAR の運営に直接関与する体制となったことはさらに

意義が大きい。特に、我が国が力をいれ国際的な評価も高い

「はやぶさ」「はやぶさ２」に続く将来のサンプルリターンミ

ッションの惑星保護対策でも COSPAR 惑星保護パネルによる

承認が重要であったのだが、そこにおいて日本の存在感があ

ったことは重要であった。 
高層大気分野 (科学委員会  C)は、天文学分野とともに、

COSPAR で参加者の多い分野である。中村卓司委員（23-24 期

連携会員、25-26 期会員）はこの科学委員会 C の副委員長・

委員長を 17 年にわたり務めており、総会セッションの充実

と、分野内外の意志交流を図ってきた。 
地球観測分野(科学委員会 A)では、データ利用・共有が大きな

テーマとなっており、我が国も大きく関わっている。地球観測

衛星に関わる世界的取組 GEO に関するセッション A0.1 も
作られている。GEO のデータ利用促進計画のレビューに科学

委員会 A の副委員長の新井康平(22 期、24 期特任連携会員)が 
COSPAR 代表として貢献してきた。 
地球-月システム・惑星・太陽系小天体分野（科学委員会 B）
は、太陽系探査の全領域をカバーしている。2018 年には長年

の歴史を持つ小天体、惑星測地学の小委員会に加えて、月、地

球型惑星、外惑星・衛星、系外惑星に特化した小委員会を新設

し、専門性を深める研究発表の機会を増やした。同時に同委員

会は、宇宙探査パネル、惑星保護パネル、科学委員会 F（宇宙

関連生命科学）などと積極的に交流し、学際間合同セッション

を企画し、有人宇宙探査、サンプルリターン探査、アストロバ

イオロジー研究など、近年隆盛した領域を議論する機会をタ

イムリーに提供している。 
そのほか、科学委員会 B, E,科学気球に関するパネル他多数の

パネルで日本人が委員長や副委員長などの役割を果たし組織

運営に貢献している。 
2021 年シドニー総会では、國中均宇宙科学研究所所長が基調



講演に招待され、豪州で地球回収されたはやぶさ２地球帰還

カプセルの最新情報をはじめ、日本の深宇宙探査船団構想を

オンラインで世界へ発信し、COSPAR における日本のプレゼ

ンスを大いに示した。 
加入していることによる日

本学術会議、学会、日本国民

への変化やメリットについ

て 

COSPAR の活動を通じて、日本の宇宙科学の成果や今後の計

画が広く世界の科学者に伝わる機会が得られている。COSPAR 
総会・シンポジウムの招待講演、一般講演や Space Research 
Today 誌を通じた報告は、具体的な例である。COSPAR は、日

本で隔年に開催される国際会議(International Symposium on 
Space Technology and Science)のスポンサー団体でもある。 
太陽系探査で重要な惑星保護（惑星検疫）(Planetary Protection)
の問題では、COSPAR の惑星保護パネルが主導的な役割を果

たしており、はやぶさ、はやぶさ２の小惑星探査計画における

惑星保護対策は、その承認を得る形で進められた。COSPAR の
承認（お墨付き）が無ければ試料回収場所として、オーストラ

リアの協力を得ることは困難であったと思われ、国民を感動

させた、はやぶさおよびはやぶさ２計画の最終段階は遂行で

きなかった可能性が高い。太陽系小天体の探査は国民にも理

解しやすく大きな支持を得ている分野でもあることを考える

と、COSPAR において我が国の活動が正しく認識され、それを

推進していく上での世界からの承認を取り付けることが円滑

に行うことができる状況にあることのメリットは、顕著であ

る。 
その他（若手研究者・女性研

究者育成法、科学者の倫理に

関する当該国際学術団体の

基本方針や憲章、資金提供ソ

ースの発掘における画期的

な方策等の特記事項など） 

若手研究者育成について、 
COSPAR の科学総会、シンポジウムでは、若手研究者（院生、

ポスドク、准教授クラスまで）への参加旅費のサポートを行う

制度がある。総会の前年、それぞれのセッションのオーガナイ

ザーは、旅費サポートの寄付を募るためセッションの関連企

業・団体のリストアップを求められる。寄付の依頼は COSPAR 
本部から行う。参加旅費サポートはオーガナイザーに権限が

あり、日本の若手研究者も選ばれる。 
COSPAR 総会では、Advances in Space Research 誌に掲載され

た 31 歳以下の若手研究者による優れた論文に Outstanding 
Paper Award が表彰される（論文 10 編毎に１編の割合）。また、

各科学委員会(A-H)ごとに、36 歳以下の若手研究者を対象と

して Zeldovich Medal を総会年に授与される。2021 年シドニ

ー総会では、京都大学の坂崎貴俊氏（科学委員会 A）、国立極

地研究所の西山尚典氏（科学委員会 C）が受賞した。 
COSPAR が最近進めている事業で評価が高いのが、能力開発

ワークショップである。開発途上国や、宇宙開発に比べてサイ

エンスが遅れている国などにおいて、特定テーマについて講

義・実習合わせて 2 週間のワークショップを大学院生・若手

研究者のために開いている。またワークショップ参加のため

の旅費支援制度も備えており、年間 8〜9 万ユーロの支出を



行っている。2016 年にロシア・カムチャッカで、2017 年に韓

国、台湾で開催されたワークショップには、日本人研究者が講

師として貢献している。 
 
女性研究者の登用について、 
COSPAR の附則には、推薦委員会が（各国代表者や科学コミ

ッションから出された候補者から）役員の被選挙候補者を絞

る時や科学諮問委員会委員を選ぶ時に留意しなければならな

いことを明記している。近年、理事には女性が継続して選出さ

れている。日本からは、科学委員会 A（笠井庸子委員）、C（江

尻省氏:2014-2018、垰千尋氏）などサブコミッションの女性役

員を輩出している。 
2021 年より、COSPAR は定款を改訂して「多様性・公正・包

括性（DEI）」方針を定め、それを監督するコンプライアンス・

オフィサーを新たに置いた。また各科学委員会に DEI リエゾ

ンオフィサーを置き、各委員会の組織・活動において多様性、

校正、包括性を守り、拡大することが求められるようになっ

た。科学委員会 B では、副委員長の矢野創委員が DEI リエゾ

ンオフィサーに選ばれた。 
 
２ 今後の予定について（内規第 11 条 活動報告） 
総会、理事会の日本開催の予

定について（招致等の予定も

含め） 

1998 年に名古屋で科学総会を開催した。90 年代以降、複数

回、総会を開催したのは、アメリカ、ドイツである。最近は、

ヨーロッパ、アメリカ、アジアが偏りなく選ばれる傾向があ

る。現在、2020 年代における日本での招致の可能性について、

COSPAR の事務局と連絡を取りながら、必要な国内体制、開催

候補地等の議論を、日本学術会議 COSPAR 小委員会で行って

いる。 
理事会・科学諮問委員会・プログラム委員会は、毎年３月に

宇宙関連会議（工学系が多い）に合わせて、パリで開催される

ため、総会時以外に開催予定は無い。 
日本人の役員立候補等の予

定について 
COSPAR 役員の任期は 2 期 8 年までである。2010 年から 8 年

間理事を務めた佐々木晶委員が 2018 年に任期満了したため、

役員の被選挙権を有する日本の代表を藤本委員に交代した。

2018 年７月の代表者会議にむけた役員選挙に藤本委員が立候

補し当選して、日本から途切れることなく理事を継続するこ

とに成功した。藤本理事の任期は 2022 年までであるので、今

後その再選に向けて取り組むことになろう。 
なお、科学委員会委員長はプログラム委員、科学諮問委員を兼

ねるため重要なポジションだが、同時に会長をはじめ役員の

選挙権も有するため日本からの選出を考慮する必要がある。

科学委員会 C（上層大気）の中村卓司委員は 2020 年まで 2 期

8 年（さらに総会の延期で 2021 年まで）委員長を務めた。今

後、他の科学委員会での委員長選出へ向けた動きも重要にな



る。 
現在、検討中の日本からの提

言や推進するプロジェクト

等の動きについて 

理学工学が一体となり、効率的な宇宙科学衛星開発を進めて

きたのが日本の強みである（はやぶさ２のコストは、同様の探

査を行う 米国の OSIRIS-REx のおよそ半分）。これを生かし

て小型で動きのよい宇宙科学・探査を引き続き提案していく

予定であるが、そのような日本のスタイルへの世界からの理

解があることも重要である。これから打ち上げるもののライ

ンアップとしては、SLIM（小型機で月面にピンポイント着陸

を行う技術実証ミッション）や DESTINY+（小型機とイオンエ

ンジンの組み合わせで、新しい太陽系探査のやり方を実証す

るミッション、最終段階で枯渇彗星のフライバイ観測を実

施）、次期太陽観測衛星（太陽観測で次にやるべき複数の観測

項目のうち、まずは小型機で実行可能なものを前倒しで実施

する計画）となっているが、これらが「今、やるべきこと」で

あるとの世界からの共感を、COSPAR の場で獲得することは

重要である。それがあった上で、火星衛星サンプルリターン計

画 MMX（火星衛星フォボスからのサンプル帰還。はやぶさ２

の次の小天体からのサンプルリターンであり、同時に、日本の

火星探査の第一歩でもある）や X 線天文衛星 XRISM（高分散

X 線分光観測という、X 線天文学に新しい地平を切り拓くも

の）といった、サイズが大きく国際協力があってこそ成果が最

大化される計画を円滑に進めることができよう。 
 
３ 国際学術団体会議開催状況（内規第 11 条 活動報告） 
総会・

理事

会・各

種委員

会等の

状況 
 

総会開催状況 

◯総会は隔年で開催される。 
2024 年（開催地：プサン・韓国（予定）） 
2022 年（開催地：アテネ・ギリシャ（予定）） 
2021 年（開催地：シドニー・豪 (オンライン開催)） 
2018 年（開催地：パサデナ・アメリカ）、 
2016 年（開催地：イスタンブール・トルコ（中止））、 
2014 年（開催地：モスクワ・ロシア）、 

理事会・役員

会等開催状況 

◯理事会は、毎年３月にパリ及び隔年の総会時に開催される。 
2022 年（開催地：パリ・フランス（予定）） 
2021 年（オンライン開催） 
2020 年（中止） 
2019 年（開催地：パリ・フランス） 
2018 年（開催地：パリ・フランス、パサデナ・米） 
2016 年（開催地：パリ・フランス） 
2015 年（開催地：パリ） 
2014 年（開催地：パリ、モスクワ・ロシア） 

◯各国代表者会議は、総会時に開催される。 
2021 年（開催地：シドニー・豪） 
2018 年（開催地：パサデナ・米） 
2016 年（開催地：イスタンブール・トルコ（中止）） 



2014 年（開催地：モスクワ・ロシア） 

各種委員会

開催状況 

◯科学諮問委員会、プログラム委員会は３月にパリで開催。 
2022 年（開催地：パリ・フランス（予定）） 
2021 年（オンライン開催） 
2020 年（中止） 
2019 年（開催地：パリ・フランス） 
2018 年（開催地：パリ・フランス） 
2017 年（開催地：パリ・フランス） 
2016 年（開催地：パリ・フランス） 
2015 年（開催地：パリ・フランス） 
2014 年（開催地：パリ・フランス） 

◯分野別科学委員会、パネルは総会時に開催される。 
2021 年（開催地：オンラインおよびメール） 
2018 年（開催地：パサデナ・米） 
2016 年（開催地：イスタンブール・トルコ（中止）） 
2014 年（開催地：モスクワ・ロシア） 

研究集会・会

議等開催状

況 

◯2013 年より、テーマを絞ったコスパーシンポジウムが隔年（総会が

行われない年）で開催されている。 
2023 年（開催地：シンガポール（予定）） 
2019 年（開催地：ヘルツリヤ、イスラエル） 
2017 年（開催地：済州島、韓国） 
2015 年（開催地：フォスドイグアス、ブラジル） 

◯能力開発（Capacity Building）ワークショップ 
2020 年（開催地：インド、チリ（延期）、マレーシア（延期）） 
2019 年（開催地：インド、キプロス、イスラエル） 
2018 年（開催地：エクアドル、エチオピア、ブラジル） 
2017 年（開催地：アルゼンチン、ガーナ、韓国、台湾） 
2016 年（開催地：メキシコ、ロシア） 
2015 年（開催地：ベトナム、ブラジル、タイ） 
2014 年（開催地：インドネシア、ロシア、メキシコ） 

 

上記会議等への日本人

の参加・出席状況及び

予定 

2018 年科学総会（パサデナ）160 名（うち代表派遣１名）、2014 年科

学総会（モスクワ）、256 名（うち代表派遣 1 名）。各科学委員会、

パネルの会議は科学総会の期間中に開催され、関連分野の日本人総会

参加者は出席している。理事会、プログラム委員会、科学諮問委員会

は、毎年 3 月にパリの COSPAR 本部で開催される。2019 年および 2018
年の会議では、理事会１名、プログラム委員会 2 名、科学諮問委員会 1
名が参加した。2017 年の会議は、理事会１名、プログラム委員会 3 名、

科学諮問委員会 3 名、2016 年の会議では理事会は１人、プログラム委

員会は３人、科学諮問委員会には２人が参加し、１名（佐々木晶）は代

表派遣である。 
コスパー隔年シンポジウムへの日本人参加者は、15-30 人程度（全参加

者の 1 割前後）である。毎回、日本人 数名がプログラム作成に関わっ

ている。2015 年のブラジルのシンポジウムではプログラム委員の中村



卓司が代表派遣で参加した。 
能力開発ワークショップの講師として 2015 年（タイ）に新井康平（佐

賀大）が参加した。2016 年（ロシア）の宇宙天気ワークショップには、

塩川和夫（名大）ら 3 名の日本人が講師を務めた。2017 年の台湾での

電離圏モデル（IRI）ワークショップでは渡部重十（北大）が、2018 年

のブラジルでの宇宙天気ワークショップでは、大塚（名大）が講師を務

めた。 

国際学術団体における

日本人の役員等への就

任状況（過去 5 年） 

役職名 役職就任期間 氏名 会員、連携会員の別 

理事 2010～2018 佐々木晶 （21-24 期）連携 
理事 2018～2022 藤本正樹  

科 学 委 員

会C委員長 
2012～2021 中村卓司 （23-24 期）連携 

科 学 諮 問

委員 
2012～2021 中村卓司 （23-24 期）連携 

プ ロ グ ラ

ム委員 
2012～2021 中村卓司 （23-24 期）連携 

推 薦 委 員

会 
2014～2018 大西俊雄  

推 薦 委 員

会 
2018～2022 常田佐久 （23-24 期）連携 

顕 彰 委 員

会 
2016～2024 新井康平 （22 期、24 期）特任連

携 

科 学 委 員

会 A 副委

員長 

2008～2016 新井康平 （22 期、24 期）特任連

携 

科 学 委 員

会B副委員

長 

2016～2018 藤本正樹  

科 学 委 員

会E副委員

長 

2012～2020 河合誠之  

科 学 気 球

パ ネ ル 委

員長 

2014～2022 吉田哲也 （22 期）特任連携 

放 射 線 帯

パ ネ ル 副

委員長 

2012～2016 三好由純  

放 射 線 帯

パ ネ ル 委

員長 

2021～2024 三好由純  

科 学 委 員

会B小天体

小 委 員 会

2014～2021 矢野 創  



委員長 
科 学 委 員

会B副委員

長 

2021～2024 矢野 創  

科 学 委 員

会 G 副委

員長 

2021～2024 矢野大志  

宇 宙 天 気

ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ副委

員長 

2012～2016 小原隆博  

出版物 
１ 定期的（年 3 回） 主な出版物名 Space Research Today 
２ 不定期（年 10-20 回） 主な出版物名 Advances in Space Research 

 Life in Space Research 

活動状況が分かる年次報告等があれば添付又は URL を記載 
活動報告は Space Research Today 誌に掲載 
（http://www.journals.elsevier.com/space-research-today/） 

 
４ 国際学術団体に関する基礎的事項（内規第 3 条、4 条、5 条） 



国
内
委
員
会
（
内
規
４
条
第
３
号
） 

委員会名 地球惑星科学委員会 国際連携分科会 COSPAR 小委員会 

委員長名 藤本正樹 

当期の活動状況 

（開催日時 主な審議事項等） 
委員構成は 19 名（うち会員 2 名・連携会員 7 名）、 
2021 年 1 月 12 日(火)16:30-17:45 オンラインにて、第１回小委員

会を開催し、委員長・役員を決め、当期の活動方針を確認した。 
2021 年 10 月 22 日(予定) COSPAR 役員選挙に関する議論を予

定。 

内
規
第
３
（
国
際
学
術
団
体
の
要
件
関
係
） 

国際学術交流を目的とする非政府的かつ非営利的団体である 
①．該当する   ２．該当しない 
※根拠となる定款・規程等の添付又は URL を記載（ https://cosparhq.cnes.fr/about/charter ) 

 
COSPAR は、国際地球観測年（IGY）での観測ロケット及び人工衛星による研究を

更に協力的に進めるために 1958 年 10 月に ICSU(国際科学会議)によって創設され

た、「宇宙空間における科学」を推し進める国際組織である。人工衛星、深宇宙探査

機、宇宙ステーション、気球等を用いた様々な種類の宇宙空間の科学研究の推進を

目的として活動をしている。委員会という名称であるが、実際には ISC(ICSU) の学

際組織として、隔年の科学総会や出版物を中心として、研究成果・情報・意見を交

換し、国際協力を推進している。 
 各国の公的学術機関及び学術研究団体等が国際学術団体に国を代表する資格を有して

加入するものが、主たる構成員となっている（主たる構成員が、いわゆる「国家会員」で

あるか否か） 
①．該当する   ２．該当しない 
 
※根拠となる資料の添付又は URL を記載 
https://cosparhq.cnes.fr/about/charter 
 
II Member の定義 
主たる会員は「国家会員」と（各国の公的学術機関及び学術研究団体等）と ISC に

加盟する国際科学組織である。 
https://cosparhq.cnes.fr/about/national-scientific-institutions 
に日本学術会議を含む国家会員のリストが載っている。 
COSPAR 総会の参加者は associate として登録される。国内においても COSPAR 
参加者は、天文学、地球惑星科学、物理学のみならず、工学、生命科学まで範囲は

広がっており、関連する学会も 30 を越える。 COSPAR は、IAU、IUGG などの 
ISC(ICSU)傘下団体とも連携しており、国内においても学術会議を通した関連分野の

連携が有効である。日本では学術会議以外に、この広い分野のコミュニティの意見

を集約できる組織は無い。 COSPAR への加盟団体として、宇宙機関が担っている

国もあるが、先進８か国においては、日本の学術会議もしくは学士院に対応する組

織が加盟団体となっている。宇宙開発利用のなかで、科学の主体性を保ち、宇宙科



 

学の進歩のためには、宇宙機関以外で宇宙科学を議論することができ、公式の提言

等を発信できる組織がのぞましい。 

下記の事項（ア～エ）のいずれか一つに該当するか（該当するものに○印） 
 
ア 個々の学術の専門分野における統一的かつ世界的な組織を有するもの 
○イ 研究の領域が複数の専門分野にわたるものであって、統一的かつ世界的な組織を有

するもの 
ウ 研究の領域が複数の専門分野にわたるものであって、ア又はイの国際学術団体を連合

した世界的組織を有するもの 
エ 構成員のうち、各国代表会員がアジア地域等我が国が関係する地域等に限られるもの

であって、当該国際学術団体の研究の領域が複数の専門分野にわたるもの 

10 ヵ国を超える各国代表会員が加入している 
①．該当する   ２．該当しない 

加入国数及び

主要な各国代

表会員を 
10 記載 

（  44 ヶ国） 
・各国代表会員名／国名 
米国、国立科学・工学・医学アカデミー 
フランス、科学アカデミー 
中国、中国科学院国立宇宙科学センター 
ドイツ、ドイツ研究振興協会 
カナダ、カナダ国立学術会議 
英国、ラザフォードアップルトン研究所 
ロシア、ロシア科学アカデミー 
インド、インド国立科学アカデミー 
オランダ王立芸術科学アカデミー 
日本、日本学術会議 
（なお、国家のほか、13 の自然科学分野のユニオンが COSPAR のメン

バーとして登録されている） 


